
岐阜県教育文化財団文化財保護センター
調査報告書 第89集

土岐ロ西山３ 4号古窯跡●

２００５

財団法人 岐阜県教育文化財団





巴

序

土岐市は、美濃地方東部の土岐川中流部に位置する豊かな自然と歴史に恵まれた町です。緩やかな

丘陵地帯と良質の粘土の存在は、この地を古代から窯業生産の拠点に発展させ、市内及び周辺の至る

所に多くの古窯跡を残しています。また、それらの発掘調査事例も次第に蓄積されつつあり、わたし

たちの祖先の暮らしの足跡を２１世紀の現代に伝えてくれています。この窯業地としての伝統は今日ま

で連綿と受け継がれ、現在も「やきものの町」として日本有数の陶器生産地となっています。

このたび、東海環状自動車道（八百津～笠原）の建設に伴い、事業の範囲にかかる遺跡について記

録保存をすることとなりました。本報告書は平成14年度に実施した「土岐ロ西山３．４古窯跡」の発

掘調査の成果をまとめたものです。今回の調査では、鎌倉時代中期の主に山茶碗を焼いた２基の古窯

跡および、それに伴う尾根上の工房跡など、当時の窯業生産の様子が分かる遺構を検出しました。ま

た、山茶碗製品以外にも「古瀬戸」の前期にあたる豊富な器種が併焼されており、この時期の様相を

知るうえで貴重な資料となりました。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまして、多大な御支援・御

協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、土岐市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し
上げます。

平成17年１月

財団法人岐阜県教育文化財団

理事長日比治男
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例言

ｌ本書は、岐阜県土岐市土岐津町土岐ロ西山地内に所在する土岐ロ西山３号古窯跡・土岐ロ西山４

号古窯跡（岐阜県遺跡番号21212-09625,09911）の発掘調査報告書である。

２本調査は東海環状自動車道（八百津～笠原）建設に伴うもので、国士交通省中部地方整備局から

岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は、財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センタ

ー（平成14年度までは財団法人岐阜県文化財保護センター）が実施した。

３発掘調査は、伊藤秋男南山大学教授の指導のもとに、平成14年度に実施した。整理作業は15年度

に実施した。

４発掘調査及び整理作業の担当などは、本書第１章第２節に一括掲載した。

５本書の執筆は、第２章第１節は藤岡比呂志が、第５章を除くそれ以外は三浦徹大が行った。また

編集は三浦が行った。

６発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削、遺物の洗浄・注記、磁気探査、地形測量・空中

写真測量などの業務は株式会社イビソクに委託して行った。

７遺物の写真撮影は、スタジオＳＫＹに委託して行った゜

８自然科学分析（熱残留磁化測定、炭化材の樹種同定、蛍光Ｘ線分析）は（株）パレオラポに委託

して行った。その結果は第５章に掲載した。

９発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

伊藤秋男林順一藤澤良祐（財）瀬戸市埋蔵文化財センター（財）多治見市文化

財保護センター土岐市教育委員会（財）土岐市埋蔵文化財センター

１０本文中の方位は、国土座標第Ⅶ系の座標北を示している。

lｌ土居及び土器類の色調は、小山正忠・竹原秀雄1998「新版標準士色帖｣（日本色研事業株式会社）

による。

１２調査記録および出土遺物は（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センターで保管している。

１３遺構等の測量値は、すべて水平距離、あるいは垂直距離である。





























第３章遺構１３

具体的には古窯跡２基、物原（４号窯物原と３．４号窯物原)、ピット５基、粘土溜り７基、廃棄士坑

１基、土器の集積１基、士坑４基を確認している(第５図等)。これらの遺構には遺構記号を、ＴＮ３－

土岐ロ西山３号古窯跡、ＴＮ４－土岐ロ西山４号古窯跡、Ｐｉｔ－小士坑、ＳＫ－廃棄士坑もしくは土坑、

ＳＸ－土器集積・粘土溜・もしくはその他の不明な遺構、というように割り当てた。

また、各遺構の法量を文中に記述することは、文章が煩雑となるため差し控えた。そのため、各遺

構の法量は第２表～第５表に示しておく。

第２表窯体の法量

~面面~rZUU-
圭;:;ゴー;i::千奎干:二F三iニト睾干蟇午FiF＝
※単位は明示してないものは、。「改修」は床面改修の考えられる最低の回数。「傾斜角」は床面の傾斜角度。

第３表その他の遺構の法量

※単位はc、

遺構名 平面プラン 長径 短径 深さ

ＴＮ３の前庭部の遺構

ピット （Pit2）

ピット （Pit3）

廃棄士坑（SK2）

円形

楕円形

不整形

3０

3０

247

2５

2５

185

2０

1９

2５

ＴＮ４の前庭部の遺構

ピット（Pit4）

ピット（Pit5）

士坑（SK8）

士坑（SK9）

円形

円形

不整形

楕円形

2４

1６

110

4３

2０

１２

6０

2４

1８

3０

2０

６

尾根上の工房跡

ピット （Pitl）

粘土溜り（SKl）

粘土溜り・ピット （SK3）

士坑（SK4）

粘土溜り・ピット （SK5）

粘土溜り（SK6）

士坑（SK7）

粘士溜|)･粘土塊（SKlO）

粘土溜り･粘土塊（SKll）

粘土溜り･粘土塊（SKl2）

不明（SX3）

不明（SX4）

焼土面 （SX5）

円形

方形

円形

楕円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

楕円形

4４

4８

2０

2８

2４

4０

4０

1６

2０

１８

3６

4０

4０

4０

3６

2０

2４

2４

3６

3６

1６

2０

1６

3２

3６

3２

2０

2８

１５

７

1０

2０

2１

７

８

６

その他
山茶碗の集積（SX1）

炭焼窯．廃棄士坑（SX2）

不整形

不整形

396

230

2６

200 1６

古窯跡
主軸

(Ｎ－Ｗ）
全長

最大幅
(焼成室）

焚口・燃焼室

長さ
幅

焚口 分焔柱手前

傾斜角
(。）

改修
(回）

分焔柱

基底部

長径 短径

高さ

(残存高）
改修

(回）

通焔孔

幅(左） 幅(右）
ＴＮ３ 1０ 8８ 2.06 172 1００ 156 ３ ２ ０６４ 0.50 0.50 ３ 0.64 ０６８

ＴＮ４ 2５ ８７ 1９８ 180 132 1.70 ４ ４ ０６０ 0４０ 0.60 ３ 0.70 ０６０

焼成室

長さ
幅

分焔柱後ろ 煙道部境

傾斜角

(｡）
改修
(回）

煙道部

長さ
床面傾斜角

(｡）

ダンパー 古窯跡

４２２ 2００ 0５０ 2８ ２ 2.30 3２ (有） ＴＮ３

4.40 １９０ 0５０ 2８ ４ 1.70 3０

狂佃

ＴＮ４



1４第３章遺構

第３節窯体と物原（ＴＮ３－土岐ロ西山3号古窯跡・ＴＮ４－土岐ロ西山4号古窯跡）

１ＴＮ３（第６～９図、図版１～２）

窯体構造調査区の西に位置する。山茶碗窯に共通する構造で、分焔柱を有する害窯である。窯体

主軸は等高線に対してほぼ直交し、南南東に開口していた。貼床・貼壁は、残存状況が悪く、天井部

も焼成室の部分で－部がわずかに残存していた程度で、そのほとんどは崩落し、窯体内に堆積してい

た。焼台は焼成室では出土しておらず、すべて燃焼室から出土した。

また、焼成室から燃焼室にかけて、炭化物を多く含む黒色灰層を確認し、分焔柱付近では最も厚く、

14cmを計測した。この灰層は、崩落天井のブロックを含む層の下層にあり、焼成室から燃焼室にかけ

て、かなりまとまって検出した。この灰層については自然科学分析の結果、炭焼窯と思われるＳＸ２

の灰層と同一の樹種であり、窯内燃焼室の床直上の灰層とは樹種が異なることが判明した。したがっ

てＴＮ３の廃絶後に炭焼きに使用された時期があると考えられる。

このＴＮ３は窯の廃絶･崩壊後、地形が窪んでいるために、尾根上からの雨水が集まり流れ落ちる流

路(溝状)になっていた事を確認し、最も深い所では８８cmを計測した。窯体の埋士の上層及びその周辺

から須恵器片が11点出土したが、これは雨水の流れにより尾根上などから流入したものと考えている。

焚ロ・燃焼室平面プランは直線的である。燃焼室において最低２回の床面の改修を確認している。

粘土による貼床及び貼壁は確認できない。窯内遺物・焼台は燃焼室からのみ出土した。

分焔柱地山を山形に残し、床面から続く貼床の上に礫を含んだ粘土や焼台を貼り付けて円柱状に

整えてある。木芯の痕跡は認められなかった。最低３回の改修を確認している。

焼成室最大幅は、分焔柱から1.46ｍ後方で2.06ｍの幅となる。煙道部との明確な境は不明である。

最低２回の床面の改修を確認した。床面の表面には部分的にガラス状に硬化した面も見られた。粘土

による貼床及び貼壁は確認できない。また、遺物・焼台は焼成室では出土していない。

煙道部煙道部は焼成室との境から徐々に狭くなる先細りの形態である。床面の傾斜角度について

は焼成室から続き、ほとんど変化しない。貼床及び貼壁は確認できず、被熱により床面の砂礫層（地

山）が赤く焼けていた。ダンパーについては、煙道部の内部、分焔柱から５．１４ｍの付近で傾斜角度が

少し変化する地点がある。ここにダンパーが設けられていたと推測できるが、確定はできない。

前庭部焚口の前方に、掘抜排土を利用して造られており、床面は平坦な状態である。焚口前の平

坦面を構築している。南西斜面（本窯の西方）に対しては掘抜排士の広がりが小さい。このことから、

本窯の前庭部は、以前から存在したＴＮ４の前庭部の利用を意識したと考えられ、堀抜排士はＴＮ４

の堀抜排士を覆う状態で東方へ広がっている。同時に操業した時期があると考えると前庭部は２基の

窯の共有である。

遺構としては、前庭部の南西（４Ｃグリッド)、前庭部と斜面との境界にて、前庭部を掘り込んだ廃

棄士坑（ＳＫ２）を検出した。また、２基のピット（Ｐｉｔ２、Ｐｉｔ３）を堀抜排士上で検出した。

また、標高250.2ｍ～249.1ｍの掘抜排士の斜面上に溝状に窪んでいる箇所が見られた。

表中に指示のない場合、単位は、

筆△幸３号吉窒跡（ＴＮ３）の法量

主軸

(ＮＷ）
全長

最大幅

(焼成室）

焚口・燃焼室

長さ
幅

焚口 分陥柱手前

傾斜角

(.）

改修

(回）

ケ

基底部

長径 短径

高さ

(残存高）

壜陥柱

通焔孔

岬（左） 幅（右）

改(|傷

(回）

焼成室

長さ
|］

分陥柱後ろ

－
１
記
ロ

煙道部境 'W斜榴liWIf 長さ

璽道部

床面傾斜角

(.）

ダンパー

1０ ８８ ２０６ １７２ 100 156 ３ ２ ０６４ ０５０ ０５０ ０６４ ０６８ ３ ４２２ 2００ ０５０ 2８１２ 2３０ l￣丘ｶﾞｧﾗﾖ
q-Jgゴ (有）
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２５２０ｍ

艤罎Ｉ
ljii鑿蘂Ｉ

４
２

～

＝～．

０ ５０ｃｍ
トー－－－－T－－戸－１

(S＝1/20）

１．被熱した地山

２．第１次床面

３．第１次床面

４．第２次床面

５．第２次床面

６．床面最上層

７．分陥柱

８．分焔柱

９．分焔柱

１０．分焔柱

11.分焔柱

12.分焔柱

13.分焔柱

14.分陥柱

15．燃焼室床面Ａ

ｌ6．燃焼室床面Ａ

ｌ7．燃焼室床面B

l8・窯内埋土

5ＹＲ５/6

10ＹＲ５/６

５Ｙ６/3

7.5ＹＲ４/４

５ＹＲ３/３

５Ｙ３/1

7.5ＹＲ５/６

５ＹＲ５/8

2.5Ｙ４/2

2.5Ｙ７/６

１０ＹＲＬ７／1

7.5ＹＲ５/８

５ＹＲ５/8

7.5ＹＲ６/６

１０ＹＲ５/６

５Ｙ６/3

2.5ＹＲ５/８

１０ＹＲ５/６

明赤褐色土

黄褐色土

オリーブ黄色士

褐色士

暗赤褐色士

オリーブ黒色士ガラス状に硬化した面

明褐色士硬く､もろい

明赤褐色士

暗灰黄色土

明黄褐色士

黒色士

明褐色士硬い

明赤褐色土

橋色十

黄褐色上

オリーブ黄色士

明赤褐色士

黄褐色_士

層灰
層
面

色

上
床
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
灰
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱
柱

層

牒
祀
配
耐
欣
面
面
面
面
面
面
色
焔
焔
焔
焔
焔
焔
焔
焔

最
床
床
壁
第
床
床
床
床
床
床
黒
分
分
分
分
分
分
分
分

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

5ＹＲ６/６

５ＹＲ６/８

５Ｙ３/ｌ

１０ＹＲ４/３

５Ｙ６Ｂ

５Ｙ３/ｌ

ｌＯＹＲ５/８

５Ｙ６/３

１０ＹＲ５/８

５Ｙ６/３

袴色卜

袴角十

オリーブ黒色士ガラス状に硬化した面

にぶい黄褐色士

オリーブ黄色士

オリーブ黒色士ガラス状に硬化した面

黄褐色土

オリーブ黄色土

黄褐色士

オリーブ黄色士

2.5Ｙ４/２

５ＹＲ５/８

５ＹＲ６/8

7.5ＹＲ６/８

１０ＹＲ５/8

7.5ＹＲ６/８

５ＹＲ５/８

５ＹＲ６/８

暗灰黄色士

明赤褐色土

榿色士

袴色十

黄褐色土

袴色＋

明赤褐色士

榿色薑士

２５２．０ｍ

焼
黒
台
色

蕊
蕊

灰層

０ 5０ c、

(S＝1/20）

第６図３号古窯跡（TN3）分焔柱断面図



1６第３章遺構

／
Ａ'２５５．０ｍＡ

〃

Ａ,

Ａ

Ｃ'253.2ｍ
Ｃ

蕊 黒色灰層

天井

石

E'２５２．７ｍ
Ｅ

焼土･焼台

鐘

..｣i,1,iii鯵
Ｂ,Ｂ

i霊ｉｉｉ篝;蘂鑿慰;11111髪111二:iii:iiiiii露露

７ ９

F'２５２．５ｍＦ

,iiiIljlilii Ｃ，
Ｃ

、,、

E’

！
Ｇ'２５２．２ｍＧ

Ｅ

／&〈□□
’１

Ｊ

F,

７Ｇ一

25Y4/２暗灰黄色土
礫がまじる。

l0YR5/４にぶい黄褐色土
粘性なし。しまりあり。小礫（11-4cm）を含む。

l0YR5/４にぶい黄褐色土
粘性なし。しまりあり。

2.5Y6/４にぶい黄色土
粗粒砂を含む。

75YR5/６明褐色土
粘性なし。しまりややあり。下部に崩落天井部ブロックや
焼土（天井と考えられる）がある。

l0YR5/６黄褐色土
崩落天井部ブロックを含む。５層の直下の部分に焼礫を多く含む。

1．表土（腐葉土まじる）

２．流れ込み

３．流れ込み

４．流れ込み

５．崩落天井部十流れ込み

Ｇ
￣ Ｈ,Ｈ

6．崩落天井部十流れ込み

７．黒色灰層

８床面 5YR6/６樗角十

75YR5/６明褐色土
粘性なし。しまりあり。焚口付近は焼土ブロックを多く含む。

SX2からの流人か？

床面直上の灰層

第７図３号古窯跡（TN3）窯体（１）

９．（整地土？）

１０黒色灰層

11．黒色灰層

０１ｍ
告戸一一一一コ

（S＝1/40）



第３章遺構１７
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焼成室第３次床面

焼成室第２次床面

焼成室第１次床面

被熱した地山

燃焼室床面Ｂ

燃焼室床面Ａ
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（S-1/40）
第８図３号古窯跡（TN3）窯
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（S＝1/40）

第９図３号古窯跡（TN3）掘抜排土の範囲



第３章遺構１９

２ＴＮ４（第10～12図、図版１．３）

窯体構造調査区の東に位置する。ＴＮ３と同様に山茶碗窯に共通する構造で、分焔柱を有する害
窯である。窯体主軸は等高線に対してほぼ直交し、南南東に開口していた。貼床・貼壁は残存状況が

悪い。天井部も焼成室の部分で－部がわずかに残存し、崩落した部分は窯体内に堆積していた。焼台
についてはＴＮ３と同様に焼成室では出土せず、燃焼室からの出土のみを確認している。

また、焼成室から燃焼室にかけて炭化物を多く含む黒色灰層を確認し、分焔柱付近では最も厚く、１４

ｃｍを計測した。この灰層については自然科学分析の結果、炭焼窯と思われるＳＸ２の灰層と同一の樹

種であり、燃焼室のかざ上げされた層の灰層などとは種類が異なることが判明した。また、この灰層

は、崩落天井のブロックを含む層の下層にあり、焼成室から燃焼室にかけて、まとまって検出した。し
たがって、ＴＮ４はＴＮ３と同様に廃絶後に炭焼きに使用されたと考えられる。

焚ロ・燃焼室床面は４０～４５cmにわたり、砂質士を大量に入れて、合計４回のかさ上げが行われて

いることが確認できる。そのため、大きく５回の操業のサイクルがあった事が推定できる。燃焼室に
おいては粘土による貼床・貼壁は確認していない。

分焔柱楕円形の平面プランを有している。地山は粘土などを何層も積み上げ、その周囲に礫を含

んだ粘土や焼台を貼り付けて円柱状に整えてある。木芯の痕跡は認められなかった。最低３回の改修
を確認している。燃焼室床面のかさ上げに伴う改修が施されていると考えられる。

焼成室最大幅は分焔柱の0.52ｍ後方で1.98ｍの幅となる。煙道部との明確な境は不明である。

床面は最低４回の改修が行われている。粘土による貼床及び貼壁は確認できないが天井が残存してい

る箇所においては部分的に粘土を貼り付けた痕跡を確認した。また、焼成室からの出土遺物はみられ
たが、焼台は焼成室では出土せず、焼台の跡も確認できなかった。

煙道部煙道部は焼成室との境から徐々に狭くなる先細りの形態である。床面の傾斜角度について

は焼成室から続き、ほとんど変化しない。ダンパーについては痕跡がなく、傾斜角度も変化しないた

め推測できない。貼床及び貼壁は確認できず、被熱した地山のみを確認している。

前庭部と物原前庭部は窯体掘削において生じた掘抜排士で造られており、床面は平坦な状態であ

る。士坑（ＳＫ８）廃棄士坑（ＳＫ９）とピット（Ｐｉｔ４Ｐｉｔ５）を検出した。これらはＴＮ４の操
業に伴う遺構である。

物原は隣接しているＴＮ３と同一になっており、明確な境界は不明である。遺物については２基の

窯のものが混在し、操業時期もほぼ同じであるため、分層が不可能であった。しかし、後に造られた

３号窯の堀抜排士の直下にある遺物層（２基の窯の掘抜排士に挟まれた部分）は明確にＴＮ４に帰属

する物原層として認識し、ＴＮ４の帰属遺物として取り上げている。この物原層には碗・皿などの他、

天井などの剥落物や焼台、炭化物、焼土などが包含していた。ＴＮ４の初期段階の遺物が含まれてい
ると考えられる。

第５表４号古窯跡（ＴＮ４）の法量

＞、Ｉｖ－」ロ’」、ｖ／′‐ｖ－－〃７口、二Ｆ－１｣ＬｌＩＪ･１１１

主軸

(Ｎ－Ｗ）
全長

最大幅

(焼成室） 長さ

焚口・燃焼

幅

焚口 分陥柱手前

室

傾斜角

(｡）

改修

(回）

ケ

基底部

長(橘ｌ短径
高さ

(残存高）

r焔柱

１１

幅（左）

１１孔

幅（右）

改修

(回）

焼成室

長さ
幅

分焔柱後ろ 煙道部境

傾斜角

(。）

改||参

(回）

煙道部

長さ
床面傾斜角

(。）

ダ､ンパー

2５ 8.7 1９８ １８０ 132 170 ４ ４ 0６０１０４０ ０６０ ０７０ ０６０ ３ 4４０ 1９０ ０５０ 2８ ４ 170 3０
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2０第３章遺構

254.4ｍ

－Ａ,

Ｉ
Ａ－

予三了Ｅ=ヲ

252.8ｍ

－Ｃ,

－－－Ａ，

Ａ－
Ｃ－

層色
井

灰黒
天
石
焼

（
ロ

焼土

鱸
翻
國
繍251.8ｍ

－Ｅ,
Ｅ

－－－－Ｂ,

1３

251ｊｍ

－Ｇ,Ｇ－

－－－－Ｃ，

Ｃ－

1４

１
－，，、－

蕊！

25Ｙ５/４黄褐色上。

礫(＃5cm)がまばらにまじる。

ｌ０ＹＲ５/６黄褐色士。

焼土･崩落天井片を多く含む｡礫(jO5-3cm)まばらにまじる。

lOYR5/４にぶい黄褐色士。

粘性ややあり．しまりあり.小礫(＃2-4cm)を含む。

lOYR6/４にぶい黄榿色土。

よくしまっている｡焼土･炭化物をわずかに含む。

Ｌ流れ込み

２．流れ込み＋崩落天井片

３．流れ込み

４．流れ込み

５．崩落天井部十流れ込み

６．流れ込み

７．流れ込み

８．ブロック

９．崩落天井

１０．崩落天井

11.流れ込み

12.流れ込み

13.流れ込み

14．黒色灰層

図□Ｅ－ E,

10ＹＲ５/６黄褐色士。

天井片を含む。

l0YR6/６明黄褐色砂質士。
焼土･炭化物･天井片を含む。

Z5Y5/３黄褐色砂質士。

焼土を多く含む｡礫がまじる。

ブロックを多く含む。

7.5ＹＲ６/６榿色砂質士。

焼土を多く含む。

7.5ＹＲ５/４にぶい褐色士。

しまりなし｡礫を多く含む。

Z5Y4/２暗灰黄色士。

炭化物を含む。

Ｇ’

一＝＝Ｆ,Ｆ

Ｇ一一一

Ｏ１ｍ
－－＝戸ヨ

（S＝1/40）

第10図４号古窯跡（TN4）窯体（１）
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253.5ｍ253.5ｍ 焼成室４次床面

焼成室３次床面

焼成室２次床面

焼成室１次床面（築造時）

被熱した地山

燃焼室床面Ｅ

燃焼室床面Ｄ

燃焼室床面Ｃ

燃焼室床面Ｂ

燃焼室床面Ａ（築造時）
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●
●
●
＄
●
●
■
■
■
●
ニ

ー
２
３
４
５
６
７
Ｃ
Ｏ
９
ｍ
Ⅱ

Ｂ －Ｂ,－Ｂ,

■
の
四
・
ｍ
．
］

■
の
四
・
ｍ
．
］

￣̄

、 １
Ｊ

■
の
■
・
の
．
］

■
の
■
・
の
．
］

５５

し｡し｡

251.5
Ｅ

二
台關
二
台關

－し、し、

■
の
一
ｍ
『
ゴ

■
の

ロ
ヨ

。〕.：.

「1

Ｌ｣

Ｆ－Ｆ－

〔ＤＪ：

～」

１０

１
０つ

■
の
一
・
○
「
ゴ

Ｌ～
１ｍ

第11図４号古窯跡（TN4）窯体（２）
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赤褐色土

にぶい赤褐色土

黒褐色土

明黄褐色±

にぶい黄色土

にぶい赤褐色土

黒褐色士

明黄褐色土

にぶい黄色土

褐色土

褐色土

オリーブ褐色士分焔柱まわりの層か？

黒色土

黄褐色士

にぶい赤褐色土

灰白色土

黄色土

灰白色十

暗褐色士灰層Ｅの上層下層は24層

黄褐色土

オリーブ褐色土

橋色±

にぶい黄褐色上

榿色上

にぶい黄褐色土

黄褐色土

にぶい黄褐色土

黄褐色士

5ＹＲ４/８

５ＹＲ４/４

５ＹＲ３/１

２５Ｙ６/8

2.5Ｙ６/３

５ＹＲ４/４

５ＹＲ３/ｌ

ｌＯＹＲ６/8

2.5Ｙ６/３

１０ＹＲ４/６

７５ＹＲ４/4

2.5Ｙ４/４

2.5Ｙ２/１

ｌ０ＹＲ５/８

５ＹＲ４/４

Z5Y8/２

z5Y7/８

Z5Y8/２

7.5ＹＲ３/４

ｌ０ＹＲ５/６

2.5Ｙ４/３

７５ＹＲ６/６

ｌ０ＹＲ５/４

7.5ＹＲ６/６

ｌ０ＹＲ５/４

ｌ０ＹＲ５/８

z5YR5/４

ｌ０ＹＲ５/８

29.床面Ｂ

30.床面Ｂ

３Ｌ灰層Ｂ

32．灰層ＢＣ間の盛り土層

33.床面ＣＤ間の盛り土層

34.床面Ｃ

35．灰層Ｃ

36.床面ＣＤ間の盛り土層

37.床面ＣＤ間の盛り土層

38.床面Ｄ

39.床面Ｄ

４ｑ床面，

４１．灰層Ｄ

42.床面Ｅの被熱していない部分

４３．床山iＥ

４４．床面Ｅ

４５．床[hiE

４６．床面Ｅ

４７．灰層Ｅ下層

４８．床IhiEの上層･下層の間の層

４９．灰層Ｅの上層

５０．壁面Ａ

５１壁面Ａ

５２．壁面Ａ

５３．壁面Ａ

５４．床1HjDの被熱していない部分

５５．床面Ｄの被熱していない部分

５６．床面Ｅの被熱していない部分

暗赤褐色土

黄褐色土

にぶい黄褐色土

燈色土

暗褐色土

榿色土

赤褐色士非常に硬い

明黄褐色土

明赤褐色土

暗灰黄色土

明褐色士分fin柱まわりの層か？炭化物混じる

黄燈色土

橋色士

灰オリーブ色上

暗オリーブ褐色土

黄褐色土

榿色土

燈色土

明褐色土

灰黄褐色士ガラス状に硬化

明褐色上

オリーブ黒色上ガラス状に硬化

にぶい黄色土

灰黄色土

黄褐色上

赤黒色土

にぶい黄色砂質士白っぽく見える

にぶい黄色士

5ＹＲ３/6

10ＹＲ５/８

１０ＹＲ５/４

５ＹＲ６/6

7.5ＹＲ３/３

５ＹＲ６/8

2.5ＹＲ４/8

10ＹＲ６/６

５ＹＲ５/８

2.5Ｙ４/２

7.5ＹＲ５/６

７５ＹＲ７/８

７５ＹＲ６/８

７５Ｙ５/２

Z5Y3/３

ｌ０ＹＲ５/８

５ＹＲ６/８

７５ＹＲ６/８

7.5ＹＲ５/８

ｌ０ＹＲ４/２

7.5ＹＲ５/６

7.5Ｙ３/２

Z5Y6/３

２５Ｙ６/２

１０ＹＲ５/８

ｌ０ＲＬ７/1

Z5Y6/３

２５Ｙ６/３

1．被熱した地山

２．焼成室第１次床面

３．焼成室第１次床面

４．焼成室第１次床面

５．焼成室第１次床面

６．焼成室第２次床面

７．焼成室第２次床面

８．焼成室第３次床面

９．焼成室第３次床面

１０．焼成室第３次床面

11．焼成室第４次床面

12．焼成室第４次床面

13．焼成室第４次床面

14.分tiii柱

15.分陥柱

16.分m陥柱

17.分焔柱

18.分tiii柱

19.分陥柱

20.分陥柱

21.分陥柱

22.分tiii柱

23.分t１１１柱

24.分陥柱

25.床面Ａ上貼り床

26．灰層Ａ

27.床面ＡＢ間の盛り土層

28.床面ＡＢ間の盛り土層

灰層Ｅの上層下層は24層で分けられる

ilTi震塞露；

層灰
台
色
焼
黒

蕊
蕊

Ｌ一一一二c㈱
（S＝1/20）

第12図４号古窯跡（TN4）分焔柱・燃焼室断面図



第３章遺構２３

３ＴＮ３・ＴＮ４物原（第１３～１６図）

標高250ｍの南東斜面の下方に２基の物原が南北10ｍ、東西12ｍの範囲にわたって混在して広がって

いる。

混在した物原ではあるが、３Ａトレンチ付近はＴＮ３の遺物が多く堆積していると考えられる。堆

積状況を把握するために掘削した３Ａトレンチから層位を検討すると、表土（腐葉土）・堆積層・灰

層（遺物層）の大きく３層に分かれる。物原に堆積している遺物層は全体的に薄く前庭部付近で14ｃｍ

ほどであり、遺物の出土量も多くなかった。このことから、ＴＮ３は短期間の操業と推測できる。物

原からは碗・皿・古瀬戸などの遺物の他、焼台・焼土片等が出土し、物原全体に礫が多く包含してい

た。

８トレンチ断面実測図（第１６図）を検討した結果、ＴＮ４の掘抜排士の上にＴＮ４の遺物層（物原）

があり、さらにその上をＴＮ３の掘抜排士が覆っているため、２基の窯の掘抜排士で挟まれた部分に

ついてはＴＮ４の遺物として取り上げることができた。それ以外の区域では２基の窯の稼働期間がほ

ぼ同時期と考えられ、ざらに同時に操業していた可能性もあるため、混在する遺物層を分層し、区別

することは困難であった。

第４節その他の遺構

１ＴＮ３の前方の遺構（第１７～１８図、図版２）

ＴＮ３の前方の掘抜排士上で２基のピット（Ｐｉｔ２、Ｐｉｔ３）と廃棄士坑（ＳＫ２）を検出した。

ピットについては覆屋などの痕跡かも知れない。

廃棄士坑（ＳＫ２）は、ＴＮ３の南西（４Ｃグリッド)、前庭部と斜面との境界に位置する。前庭部

を掘り込む楕円形の平面プランを有しているが、調査開始直後に入れた７トレンチにより中央部分は

消失させてしまった。この遺構から出土した遺物の数量は多く（451個体)、器種も多様で遺物などの

廃棄場所として使用した士坑と考えられる。この遺構の南側（斜面との境界付近）については物原と

同化しており、その境界については不明瞭であった。

このＳＫ２から出土した遺物には、ＴＮ３窯内出土の瓶子（遺物番号17）と接合関係にある破片と、

ＴＮ４窯内出土の瓶子（遺物番号58）と接合関係にある破片があることより、ＴＮ３の廃棄士坑であ

ると同時に少し離れたＴＮ４の廃棄士坑でもあることが分かる。また、この事実からＴＮ３とＴＮ４

とが同時に操業していた可能性が推測できる。

２ＴＮ４の前方の遺構（第１８図、図版３）

ＴＮ４の前方で士坑（ＳＫ８、ＳＫ９）とピット（Ｐｉｔ４、Ｐｉｔ５）を検出した。ＳＫ８からは遺物

は出士しておらず、検出状況から灰が捨てられた士坑と考えている。ＳＫ９は楕円形の平面プランを

有し、粘土ブロックが含まれ、洗・山茶碗の破片などが出土した。また、Ｐｉｔ４はＳＫ９を掘り込んで

いる。



2４第３章遺構

<３Ａトレンチ（東壁）±層〉

1．腐葉土

２．表土(現代の山肌の表土層）

３．撹乱(木根）

４．３号窯埋土Z5Y5／３黄褐色士。

（窯体上面からつづく）シルト質･粘性あり｡焼土･炭化物を含む。

５．黒色灰層(上層の炭化物層｡炭焼時の灰層と考えられる｡）

６．３号窯埋土(流れ込み）２５Ｙ４／２暗灰黄土。

小礫(＃0.5-1cm)､炭化物･焼土を含む。

７．灰層(床面直上のもの）

８．物原(3.4号窯）7.5Ｙ２／２オリーブ黒色士。

粘性なし｡遺物･小礫('1-2cm)を多く含む。
（9.8.7トレンチ３層と同じ）

９．物原(3.4号窯）Z5Y4／２暗灰黄色士。

10．物原(3.4号窯）５Ｙ２／ｌ黒色士。

粘性あり｡遺物･小礫(＃0.5-1cm)･焼土･炭化物を多く含む。

11．物原(3.4号窯）５Ｙ５／４オリーブ色士。

しまりなし｡焼土･炭化物あり｡小礫('０５－１cm)が混じる。

１２．物原(3.4号窯）５Ｙ３／２オリーブ黒色士。
しまりなし｡１１層よりも遺物は多い｡小礫(jO5-lcm)がまばらに混じる。

１３．物原(３．４号窯）５Ｙ４／３暗色オリーブ色士。

焼台片･焼土が多い｡遺物･炭化物あり｡小礫(#05-1cm)がまばらに混じる。

１４．物原(3.4号窯）ｌＯＹ２／１黒色士。
焼土･炭化物を含む｡焼台片が多い｡礫を少量含む。

７５ＹＲ３／ｌ黒褐色土。

しまりよし｡焼土･炭化物を含む｡遺物は殆ど含まない。

7.5Ｙ３／ｌ(オリーブ黒色士)とZ5Y4／２(暗灰黄色士)の斑土。

礫('0.5-8cm)･粗粒砂を含む。
２５Ｙ３／２黒褐色士。

焼台片･礫(#3-8cm)を含む。

lOYR2／1（灰層?）

焼土･炭化物あり｡遺物･焼台片･小礫('5-8cm)を多く含む。

Z5Y6／３にぶい黄色砂質土。

生活面と考えられる｡炭化物を多く含む。

小礫(＃0.5-1cm)がまばらに混じる。
(9.8.7トレンチ10層と同じ)。

lOYR5／６黄褐色土。

礫(＃1-8cm)を多く含む｡硬い。
(９．８．７ルンチ１１層と同じ)。

l0YR5／６黄褐色士。

礫(jl-2cm)がまばらに混じる｡硬い。
(９．８．７トレンチ12層と同じ)。

15．物原(3.4号窯）

16．物原(3.4号窯）

１７．物原(3.4号窯）

１８．物原(3.4号窯）

１９．掘抜排土(3号窯）

20．掘抜排土(3号窯）

21．掘抜排土(3号窯）

lOYR5／4(にぶい黄褐色砂質土)とlOYR6／3(にぶい黄榿砂質士)の斑土。

よくしまっている｡小礫('０５－１cm)がまばらに混じる。

lOYR5／６黄褐色士。

物原の遺物と混合している｡礫(！1-8cm)を多く含む。

lOYR5／６黄褐色士。

礫(＃1-8cm)を多く含む｡硬い。
Z5Y4／２暗灰黄色士｡やや黒い礫層。

礫(j0.5-3cm)が大変多く､粗粒砂も混じる。

22．掘抜排土(3号窯）

23．掘抜排土(3号窯）

24．掘抜排土(3号窯）

25．旧表土

<４Ａトレンチ（東壁）土層〉

1．腐葉土

２．表土(現代の山肌の表土）

３．撹乱(木根）

４．４号窯埋土(流れ込み）z5Y5／４黄褐色上。
炭化物･焼土が混じる。

５．４号窯埋士Z5Y4／３オリーブ褐色士。
（最終床面からつづく。）炭化物･焼土が混じる。

６．ブロック？ｌ０ＹＲ５／６黄褐色士。

７．灰層，１０ＹＲ４／４褐色士｡８層との境が特に黒い。
炭化物･焼土を多く含む。

８．４号窯埋士１０ＹＲ５／６黄褐色士。

（灰層ＣＤの間）焼土が多く､炭化物も混じる。

９．灰層Ｃ１０ＹＲ３／３暗褐色士。
炭化物が(特に下層に)多く混じる｡焼土が混じる。

１０．焼土層７５ＹＲ５／８明褐色士。

（灰層Ｃの直下の床面）

１１．４号窯埋土z5Y6／６明黄褐色士。

（灰層ＢＣの間）焼土･炭化物を含む。

１２．灰層Ｂｌ０ＹＲ５／６黄褐色士。
焼土が混じる｡炭化物が多く混じる。

１３．４号窯･埋土l0YR5／４にぶい黄褐色士。

（灰層ＡＢの間）焼土と炭化物がわずかに混じる｡小礫('０５cm)が混じる。

14．平坦面の覆土ｌＯＹＲ６／４にぶい黄燈色砂質土。
焼土と炭化物が混じる(13層よりも多い)。

15．灰層Ａ(上層）７５Ｙ２／１黒色士。
遺物･礫が多く混じる。

１６．灰層Ａの間層7.5ＹＲ４／６褐色砂質士。
灰層Ａの上層(15層)と下層(17層)の間の焼土層。

１７．灰層Ａ7.5Ｙ２／ｌ黒色灰層。

（下層･最初の床面の直上の灰層）全体的に黒色だが焼土がわずかに混じる。

１８．物原(3.4号窯）ｌＯＹＲ４／３にぶい黄褐色士。

遺物･焼台片を多く含む｡礫('1-4cm)が混じる。
（９．８．７トレンチ2層と同じ｡）

１９．物原(3.4号窯）l0YR4／３にぶい黄褐色士。
遺物･焼台片を多く含む。

20．掘抜排土(4号窯）7.5ＹＲ７／１明褐灰色砂質士。
細粒砂･粗粒砂･炭化物が混じる。

（９．８．７トレンチ７層と同じ)。

21．掘抜排土(4号窯）7.5ＹＲ５／４にぶい褐色土。

粗粒砂('0.2-05mm)が混じる。
（9.8.7トレンチ８層と同じ)。

22．掘抜排士(4号窯）ｌＯＹＲ５／６黄褐色士。

礫(＃2-5cm)を多く含む｡硬い。

23．掘抜排土(4号窯）１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色土。

粗粒砂(jO2～０５m､)が混じる。
（９．８．７トレンチ９層と同じ)。

24．掘抜排土(4号窯）ｌＯＹＲ６／３にぶい黄榿色土。

粗粒砂(＃0.2-05mm)･細粒砂が混じる｡粘性あり。

２５．１日表土l0YR4／３にぶい黄褐色土。

小礫('0.5-3cm)が混じる。

第１３図３Ａトレンチ・４Ａトレンチ位置図と土層
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第１４図３Ａトレンチ・４Ａトレンチ断面図（東壁）



第３章遺構2６

8トレンチ

<９トレンチ・８トレンチ・７トレンチ（南壁）土層〉

a5Y6／３にぶい黄色砂質士。

炭化物を多く含む｡小礫(＃０．５－１cm)がまばらに混じる。
生活面と考えられる。

(3Ａトレンチ１９層と同じ）

l0YR5／６黄褐色土。

礫('1-8cm)を多く含む｡硬い。
(3Ａトレンチ２０層と同じ）

l0YR5／６黄褐色士。

礫(＃1-2cm)がまばらに混じる｡硬い。
(3Ａトレンチ２１層と同じ）

l0YR5／４にぶい黄褐色士。

炭化物･焼土が混じる。

4号窯物原層の遺物を多く含む。

2.5Ｙ６／２灰黄色砂質士。

炭化物を多く含む。

l0YR4／３にぶい黄褐色土。

小礫(i０５－３cm)が混じる。

２５Ｙ４／２暗灰黄色土｡やや黒い礫層。

小礫(#05-3cm)が大変多く､粗粒砂も混じる。

遺物層(廃棄土坑)。

灰土･炭化物･礫が混じる。

５Ｙ４／４暗オリーブ色士。

小礫(jq5-lcm)が多く混じる。

2.5Ｙ５／６黄褐色士。

礫がまばらに混じる｡粘性あり。

１０．掘抜排土(3号窯）
1．腐葉土

２．物原(3.4号窯） l0YR4／３にぶい黄褐色士。

遺物･焼台片を多く含む｡礫(jl-4cm)が混じる。
(4Ａトレンチ１８層と同じ）

75Y2／２オリーブ黒色士。

粘性なし｡焼土･炭化物あり。

遺物を多く含む｡小礫('1-2cm)が混じる。
(3Ａトレンチ８層と同じ）

5Ｗ／１オリーブ黒色士。

遺物を含む。

炭化物･焼土･小礫('０５－１cm)を含む。

5YR3／６暗赤褐色士。

焼土層。

７５Ｙ２／１黒色灰層。

遺物を多く含み､礫も多い。

(4Ａトレンチ１５層と同じ）

75YR7／１明褐灰色砂質士。

粗粕砂･細粒砂･炭化物が混じる。

(4Ａトレンチ２０層と同じ）

75YR5／４にぶい褐色士。

粗粒砂が混じる。

(4Ａトレンチ２１層と同じ）

l0YR5／４にぶい黄褐色土。

粗粒砂('0.2-05ｍｍ)が混じる。
(4Ａトレンチ２３層と同じ）

11．掘抜排土(3号窯）
３．物原(3.4号窯）

12．掘抜排土(3号窯）

4．物原(3.4号窯）

13．掘抜排土(3号窯）

５．物原(4号窯）

６．物原(4号窯）
14．掘抜排土(3号窯）

15．旧表土

16．旧表土

１７．ｓＸ2

18．表土

19．表土

７．掘抜排土(4号窯）

８．掘抜排土(4号窯）

9．掘抜排土(4号窯）

第15図９トレンチ・８トレンチ・７トレンチ位置図と土層
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第16図９トレンチ・８トレンチ・７トレンチ断面図（南壁）
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